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〃 第 ６  報告（１件）

        報告第３号

〃 第 ７  議案審議

        即決議案（３件）

         議案第１２号から議案第１４号まで
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  閉 会
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付 議 議 案 及 び 議 決 結 果 一 覧 表

《報告案件》

議案番号 議   案   名 上程月日 議決月日 結 果 議決頁

報告第３号
専決処分の報告について

（損害賠償の額を求めることについて）
11月28日 11月28日 可 決 11

《決算案件》

議案番号 議   案   名 上程月日 議決月日 結 果 議決頁

議案第12号
平成24年度南信州広域連合一般会計歳入

歳出決算認定について
11月28日 11月28日 可 決 13

議案第13号

平成24年度南信州広域連合南信州広域振

興基金特別会計歳入歳出決算認定につい

て

11月28日 11月28日 可 決 13

議案第14号
平成24年度南信州広域連合飯田広域消防

特別会計歳入歳出決算認定について
11月28日 11月28日 可 決 13
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平成２５年南信州広域連合議会第２回定例会会議録

平成２５年１１月２８日（木曜日）   午前１０時００分 開 議

開  会

日  程

第 １ 会議成立宣言

第 ２ 会期の決定

第 ３ 議案説明者出席要請報告

第 ４ 会議録署名議員指名

第 ５ 広域連合長挨拶

第 ６ 報告（１件）

      報告第３号

第 ７ 議案審議

      即決議案（３件）

       議案第12号から議案第14号まで

       説明、質疑、討論及び採決

閉  会

出席議員     ３２名

   （別表のとおり）

欠席議員      １名

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職・氏名

   （別表のとおり）

本会議に職務のため出席した者の職・氏名

   （別表のとおり）
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開 会                                １０時００分

日程第１ 会議成立宣言

○議長（林 幸次君） おはようございます。ただいまから平成２５年南信州広域連合議会第２

回定例会を開会いたします。

    現在の出席議員は３２名であります。

    よって、本日の会議は成立いたしております。

    本日の会議に、宮嶋清伸氏から私用のため欠席する旨の連絡がありますので、御報告い

たします。

    これより本日の会議を開きます。

日程第２ 会期の決定

○議長（林 幸次君） はじめに、会期の決定を議題といたします。

    本定例会の会期及び日程につきましては、去る１１月６日に議会運営委員会を開催し、

協議を願っていますので、その結果について御報告を願うことにいたします。

    議会運営委員会委員長、木下克志君。

○議会運営委員会委員長（木下克志君） おはようございます。１１月６日に開催いたしました

議会運営委員会の協議の結果を御報告申し上げます。

    本定例会の会期は本日１１月２８日の１日とし、この日程につきましては、お手元に配

付してあります日程表によることといたします。

    本日、上程される案件は、報告案件１件、決算案件３件であり、即決議案といたしまし

た。

    以上で御報告を終わります。よろしくお願いいたします。

○議長（林 幸次君） ただいまの報告について、御発言はございませんか。

    （「なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） お諮りいたします。

   本定例会の会期につきましては、議会運営委員長の報告のとおり本日１１月２８日の１

日とし、お手元に配付いたしてあります日程表のとおり進めたいと思いますが、これに御

異議ございませんか。

    （「異議なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） 御異議なしと認めます。



－7－

    よって、会期は本日１日と決定いたしました。

日程第３ 議案説明者出席要請報告

○議長（林 幸次君） 本日の議会における議案説明者として、地方自治法第１２１条の規定に

より、牧野広域連合長ほか関係者の出席を要請いたしました。

    次の日程に進みます。

日程第４ 会議録署名議員指名

○議長（林 幸次君） 会議録署名議員に、片桐龍男君、小池義郎君を指名いたします。

    次に日程に進みます。

日程第５ 広域連合長挨拶

○議長（林 幸次君） ここで、広域連合長の挨拶を願うことにいたします。

    牧野広域連合長。

○広域連合長（牧野光朗君） おはようございます。

    本日ここに、平成２５年南信州広域連合議会第２回定例会を招集いたしましたところ、

議員各位におかれましては、何かと御多忙の中、御出席をいただき、平成２４年度の歳入

歳出決算認定などの案件につきまして、御審議をいただきますことに対し、深く感謝申し

上げますとともに、厚く御礼申し上げる次第であります。

    去る９月１６日に飯田市下伊那付近を通過した台風１８号により、西部や南部の山間部

を中心といたしまして、激しい雨による土砂崩れや増水による被害が発生いたしました。

幸い大きな人的被害はございませんでしたが、工場への土砂流入や、住宅の床上、床下浸

水等の被害がありました。被害に遭われた皆様方には、慎んでお見舞いを申し上げる次第

であります。

    また、ＪＲ飯田線では、門島－唐笠駅間で大規模な土砂流入が発生して不通となり、代

行バスによる対応がとられました。当初の見通しより早く、１０月１０日には運転が再開

されたところでありますが、その間、利用者の皆さん方には大変御不便をおかけしたとこ

ろであり、ＪＲ飯田線の当地域におけます公共交通としての重要性を改めて認識したとこ

ろであります。

    ９月１８日に、リニア中央新幹線の環境影響評価準備書がＪＲ東海より公表されたとこ

ろであります。これによりリニア新幹線のルート及び駅、さらには発生土の排出箇所とな
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る非常口等の位置が明らかになったところであります。準備書の公表によりまして、リニ

ア新幹線の開業に向け、さらに大きく動き出すことになりますが、一方で膨大な量のトン

ネル発生土の運搬に代表される工事負担におけます住民生活への影響をはじめ、さまざま

な懸念材料が改めて浮き彫りになってきたところであります。

    この環境影響評価準備書に対するＪＲ東海による説明会は、当地域におきましては、１

０回にわたって開催され、多数の参加者があったところであります。また、１１月５日ま

で行われました準備書に対する意見募集につきましても、多くの意見が寄せられたとお聞

きしているところであります。当広域連合に関しても、構成市町村並びに議会の御意見を

お聞きする中で、広域議会との連携によりまして、意見書を提出させていただきました。

本来であれば、提出前に全員協議会を開催して御協議をいただくべきであったというよう

に思いますが、日程的に困難でありましたので、検討委員会での御協議にとどめさせてい

ただきましたことにつき、御理解を賜りたいと存じます。意見の内容と、このほど公表と

なりましたＪＲ東海の見解の該当部分につきましては、後ほど改めまして説明をさせてい

ただきます。

    環境影響評価の今後の手続といたしましては、県知事からの意見書等を踏まえて、評価

書が作成され、国土交通大臣の意見等により一定の補正が加えられた後に、公告・縦覧が

行われることになります。環境影響評価も手続が終了いたしますと、全国新幹線鉄道整備

法に基づく工事実施計画の申請と認可が行われ、工事が着工されることになります。その

後、さらに事業説明会の開催、中心線測量、設計協議、用地の説明、測量、取得と進みま

して、工事説明会が実施され、いよいよ実際の工事が始まるということになります。

    広域連合といたしましては、それぞれの段階におきまして、建設主体でありますＪＲ東

海に対し、詳細な説明と誠実な対応を求めてまいりますとともに、構成市町村とも協力い

たしまして、郡市民の皆様への情報提供を行い、住民の皆さんの不安の緩和と、事業の伸

展に努力してまいりたいと考えているところであります。

    ことしに入りまして、リニア中央新幹線に関連した連絡調整組織が幾つか設置されてお

ります。国の交通政策審議会の答申に基づき設置されることになった「長野県における中

央新幹線整備を契機とした交通体系に関する検討会」、国道１５３号線を中心とした社会

主本整備等に関する検討を行います、リニアを生かした地域づくり勉強会、リニア整理を

伊那谷の発展に生かすために、自治体関係者の連絡調整を行いますリニア中央新幹線整備

を地域振興に生かす伊那谷自治体会議などでございます。リニアの効果を広げていくため

に、広域的に意見交換と調整を行うこととした機会は、重要であると考えております。ま
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た、建設発生土への対応を含むリニア本体の整備工場はもとより、アクセス道路や駅周辺

整備等の社会基盤の整理、さらには地域づくりの方向などにつきましても、こうした協議

の場を通じまして、上伊那地域や木曽地域及び、国、県をはじめとする関係機関との調整

を進めてまいりたいと考えているところであります。

    リニア中央新幹線計画につきましては、本体工事や社会基盤整備関連の問題に目が奪わ

れがちでありますが、リニアを今後の地域振興にどう生かすかという地域戦略が重要であ

ると考えております。これに関しましては、平成２２年度にリニア将来ビジョンを策定い

たしました。今後は、このビジョンをいかに具現化していくかという点が重要であります。

このため、今年度より広域事務局に担当参事を置き、調査研究プロジェクトを設置して推

進を図っているところであります。

   今年度の取り組みの一つといたしまして、１１月１４日にまちづくりスタートアップ講

演会を開催いたしました。明治大学大学院の野田稔教授と、多摩大学の浜田正幸教授にお

越しいただき、「地域として、徳を積むことが繁栄の道である」とのお話をいただいたと

ころであります。地域づくりに関しましては、広域連合以外にもさまざまな取り組みが行

われているところであります。今後は、こうした皆さん方との連携と役割分担を図る中で、

地域づくりの戦略を構築してまいりたいと考えているところであります。

  議員各位におかれましても、それぞれの立場から御参画をいただき、お力添えを賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。

    次に、道路関係の最近の動きについて、申し上げます。

    国道418号線十方峡バイパスが完成し、去る１０月２８日に祝賀会が開催されました。

十方峡バイパスは、天龍村と飯田市南信濃を結ぶ重要な路線でありますが、従来は幅員が

狭小で線形も悪く、円滑な交通に支障をきたしておりましたが、これを解消することがで

きました。また１１月１０日には、都市計画道路羽場大瀬木線の松川切石大橋が完成し、

飯田市羽場から切石までの供用が開始されました。このほか、天竜公園阿智線の伍和地区

や、飯田富山佐久間線の中尾～南宮等におきまして改良整備が進められており、地域の道

路網の整備が着実に進展していることに関し、関係各位の御尽力に中心により感謝申し上

げる次第であります。

    続きまして、地域公共交通の取り組みについて、申し上げます。

    地域公共交通は、住民の日常生活や地域の経済活動を維持するため欠くことのできない

社会基盤であります。民間事業者の路線バス事業からの撤退以降、この地域の公共交通を

守り育てることが、大きな課題となっております。南信州広域連合では、南信州地域公共



－10－

交通問題協議会を設立し、平成２０年度に南信州地域公共交通総合連携計画を策定いたし

ました。この計画期間が今年度末で終了することから、第２次地域公共交通総合連携計画

の策定に着手いたしたところであります。今年度中に計画でございます、報告と協議をお

願いしますとともに、構成市町村の皆様方とともに、地域公共交通システムの充実に一層

努めてまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

    次に、次期ごみ処理施設の整備に向けての取り組み状況について申し上げます。

    この取り組みにつきましては、昨年１２月にごみ処理施設建設検討委員会から答申をい

ただいたところであります。この答申を尊重して基本計画を策定するとともに、具体的な

生活環境影響評価を５月から開始し、１年間の通年測定の継続と季節による変化を測定し

ております。また、現況測量や用地測量、土質調査などの調査を実施しますとともに、建

設に向けた準備を行っているところであります。詳しくは、後ほどの全員協議会で報告を

させていただきますので、よろしくお願いいたします。

    引き続き、候補地近隣住民の皆様方の生活環境へ与える影響や諸問題を最優先に考え、

十分な情報公開に努めますとともに、丁寧に協議を進めてまいる所存であります。

    広域消防について申し上げます。

    ことしの火災発生状況につきましては、１１月２５日現在１１６件の火災が発生してお

りまして、昨年に比べ同日比で４０件増加している状況であります。その中には不審火と

思われる火災もありまして、今後の年末の慌ただしい時季を控え、防火意識を呼びかけま

すとともに、広報活動、立入検査などを通して火災発生の抑止に努めてまいりたいと考え

ておるところであります。

    また、消防救急デジタル無線施設及び指令施設の整備工事につきましては、現在、１２

月３日の仮運用に向け準備を進めているところでございまして、その進捗状況につきまし

ては、この後の全員協議会におきまして、担当から御報告をさせていただきます。

    さて、本日提案いたしました案件は、報告案件１件、決算案件３件の計４件でございま

す。

    報告案件は、救急車の交通事故に関する損害賠償額の専決処分の御報告を申し上げるも

のであります。決算案件は、南信州広域連合一般会計、広域振興基金特別会計、広域消防

特別会計の３会計の平成２４年度歳入歳出決算につきまして、監査委員の意見を付して議

会の認定を賜りたいとするものでございます。

   議案の詳細につきましては、後ほど担当から説明いたさせますので、よろしく御審議の

上、それぞれ御承認、御決定賜りますようお願い申し上げ、私からの挨拶とさせていただ
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きます。どうぞよろしくお願いします。

日程第６ 報告（１件）

○議長（林 幸次君） 次の日程に移ります。

    これより報告案件の審議に入ります。

◇ 報告第３号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）

○議長（林 幸次君） 報告第３号、専決処分の報告についてを議題といたします。

    朗読を省略し、直ちに理事者側の説明を求めます。

    山田消防長。

○消防長（山田耕三君） 報告第３号御説明申し上げます。

    本件は、損害賠償の額を定めることについてでありまして、自動車事故による損害賠償、

損害を賠償するために、平成２５年１１月２日に専決処分をさせていただいたものでござ

います。

    裏面をごらんください。

    相手方は、でございます。

    事故の概要でありますが、平成２５年９月２２日、午前３時３２分ごろ、国道１５３線

阿智村浪合の救急出動現場におきまして、現場へ到着した阿南救急８号車、これは平谷分

署の救急車でございますが、その後、救急車が後退した際に、駐車していた相手方車両と

接触し、相手方に損害を与えたものでございます。

    広域消防の損害賠償額は１４万９，４７８円でございます。

    また、示談日は、平成２５年１１月２日でございます。

    今回、このような事故を起こしまして、起こしたことをおわび申し上げるとともに、緊

急自動車の通行における、交通安全教育を再度徹底し、今後、なお一層、交通安全に取り

組んでまいります。以上でございます。

○議長（林 幸次君） 説明が終わりました。

    御質疑はございませんか。

○議員（吉川秋利君） ちょっと要望を言いたいんで、発言をします。

    この概要を見ると、交通事故の対応ということで、交通事故現場は警察がその場を仕切

っておるはずなのにぶつかったと、それも警察が本来は、そういうことのないようにやる

べきところというふうに思うんです。というのは、それは警察の方にも言い分があるかも
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しれんけども、救急隊のもう少し地位の向上というか、そういうことを検討していただき

たいなと。交通事故が行らないように注意することが必要なんだけれども、こういった交

通事故現場でのことというのは、相手方の警察にもかなりの責任があるんだろうなと、割

合をちょっとまたお聞きしたいと思うのですが。

    それと、９月ごろだったですか、交差点で救急車が入ったら一般車がぶつかって、飛び

込んできた、そういった人の命を大事しなければいけない、一刻を争うような救急車の重

要性というものが、余り考えられていないような気がするので、何らかの機会に、そうい

った救急隊の地位向上の報道をしていただきたい。そんなことを要望します。ちょっと、

負担割合ですね、損害の、それをちょっとお聞きして、要望でございますので、お願いし

ます。

○議長（林 幸次君） 山田消防長。

○消防長（山田耕三君） 負担割合を落としまして誠に申しわけありません。当方１０割という

ことでございます。相手方は止まっておりましたので、そこへぶつかったということでご

ざいます。

    なお、一層注意を促して安全運転に取組んでまいります。

    以上でございます。

○議長（林 幸次君） ほかにございませんか。

    （「なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） なければ、質疑は終結いたします。

     討論はございませんか。

    （「なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） なければ、討論を終結いたします。

    これより報告第３号を採決いたします。

    本案を、報告のとおり承認することに、御異議ございませんか。

    （「異議なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） 御異議なしと認めます。

    よって、本案は報告のとおり承認することといたします。

日程第７ 議案審議

○議長（林 幸次君） 日程かわりまして、これより決算案件の審議に入ります。
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◇ 議案第１２号 平成２４年度南信州広域連合一般会計歳入歳出決算認定について

◇ 議案第１３号 平成２４年度南信州広域連合南信州広域振興基金特別会計歳入歳出決算認

        定について

◇ 議案第１４号 平成２４年度南信州広域連合飯田広域消防特別会計歳入歳出決算認定につ

        いて

○議長（林 幸次君） 議案第１２号から議案第１４号について、審議を行います。

    本案は、南信州広域連合３会計における決算案件でございます。

    さきに３会計についての総括説明及び監査委員から決算に対する意見を伺い、その後に、

各議案ごとに質疑を行うことにいたします。

    それでは、決算総括について、理事者の説明を求めます。

    篠田会計管理者。

○会計管理者（篠田雅弘君） 議案第１２号から議案第１４号までの決算認定議案３件につきま

して、総括的な説明をいたします。いずれも平成２４年度各会計決算につきまして、議会

に認定をお願いするものでございます。

    お手元の歳入歳出決算書の次に、折り込みのＡ３版で三つの会計の決算の総括表を添付

してございます。それに基づきまして、御説明させていただきますので、総括表のほうを

御覧いただきたいと思います。

    それでは、各会計決算の御説明をさせていただきます。

    まず、初めに議案第１２号、平成２４年度南信州広域連合一般会計歳入歳出決算につい

て申し上げます。

    平成２４年度の歳入決算額は１５億５，８４６万４，６８０円、歳出決算額は１５億７

１６万３，６６１円で、歳入歳出差引残額は５，１３０万１，０１９円となりました。歳

入歳出とも前年度より、４％ほど減少をいたしておりますが、それは平成２１年度から３

カ年計画で進めておりましたし尿処理施設の改修工事完了が主な要因でございます。

    主な事業といたしましては、広域連合議会の運営や、総務管理的な事務、介護認定審査

や入所調整の事務、桐林クリーンセンターや飯田竜水園の施設運用でございます。

    平成２４年度は、満蒙開拓平和記念館建設補助事業、またリニア時代を見据え、飯伊圏

域全体を網羅する地理情報システム構築事業及び下伊那地方事務所と共同で飯伊地域づく

り基礎調査事業行いました。桐林クリーンセンターは、稼働後１０年を迎えまして、大規

模な改修を必要とします時期を向かえましたが、平成２５年度から契約形態が単年度契約

から、長期契約に変更する中で、一層のコストダウンを図っております。引き続き、安全
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安心な運転を心掛けてまいります。

    また、飯田流水園の現状は、下水道、浄化槽の普及により、し尿が減少し、搬入の総量

も年々減少の傾向にございますが、それを見越した改修工事を平成２３年度に終え、順調

に稼働いたしておるところでございます。

    次期ごみ処理施設関係でございますが、平成２４年度は地元の皆様への説明を主体に動

いてまいりましたが、平成２５年度からは具体的な測量など、調査関係を主体に事務を進

めているところでございます。

    決算書の３８ページには、実質収支に関する調書がございますので、御確認をお願いい

たします。また、４０ページの財産に関する調書につきましては、公有財産の増減はござ

いません。

    続きまして、特別会計について概要を御説明申し上げます。

    まず、議案第１３号、南信州広域振興基金特別会計について申し上げます。

    歳入決算額１，９３９万７，１７４円、歳出決算額は１，３１６万５，８０６円で、差

し引き残額は６２３万１，３６８円となっております。広域振興事業では、地域ブランド

のイメージ構築事業といたしまして、日本野菜ソムリエ協会と連携し、産地視察や南信州

フェアを開催いたしました。

    また、圏域外への宣伝活動事業といたしまして、刈谷ハイウェイオアシスを活用した情

報発信、物産販売や、浜松市、豊橋市における南信州フェアの開催による誘客宣伝を行っ

てまいりました。

    地域課題の調査研究といたしまして、愛知大学ときのこと市田柿の販路拡大及び二地域

居住の可能性につきまして共同研究事業を進めてまいったところでございます。

    次に、議案第１４号、飯田広域消防特別会計でございますが、歳入決算額２３億２，４

５４万８，５１１円、歳出決算額２２億８，９７２万９，４４１円、差し引き残額３，４

８１万９，０７０円となりました。歳入歳出とも前年度より約１０％の増となっておりま

す。

    主な要因は、平成２３年度から進めております消防救急デジタル無線施設整備にかかわ

る経費、平成２４年度の実施設計及び共通派、共通派に付随する活動派の整備を行ってま

いりました。最終的に、平成２５年度完了を予定しております。また職員研修につきまし

ては、基幹業務でございます火災救急救助などの災害対応業務や職員資質の向上に向けま

して、各分野で専門的な研修を行っております。

    以上、特別会計２件の決算概要でございますが、各決算書の末尾には、一般会計同様実
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質収支に関する調書及び財産に関する調書を添付してございますので、これらにつきまし

てもごらんいただきたいと存じます。

    ただいま御説明申し上げました三つの会計の歳入歳出合計は、歳入総額は３９億２４１

万円余で、歳出総額は３８億１，００５万円余、歳入歳出差し引き残額９，２３５万円余

となりまして、平成２４年度の実質収支は黒字となっております。

    また、それぞれの決算書の財産に関する調書の最後に基金が記載してございます。一般

会計では１，８００万円余を取崩しましたが、飯田広域消防特別会計は、前年度に比べま

して２億１００万円余増加し、総額３９億５，９００万円余となっております。

    以上、各会計決算の総括的な御説明をさせていただきましたが、慎重なる御審議の上、

御認定いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長（林 幸次君） 続きまして、監査委員から各会計の決算に対する意見を伺うことといた

します。

    中島監査委員。

○監査委員（中島善吉君） 平成２４年度南信州広域連合一般会計の決算審査の結果につきまし

ては、報告を申し上げます。

    平成２４年度南信州広域連合一般会計決算審査意見書の１ページをお開きください。

    地方自治法第２９２条において準用する同法第２３３条第２項の規定により、審査がさ

れました。平成２４年度南信州広域連合一般会計、南信州広域振興基金特別会計並びに、

飯田広域消防特別会計の歳入歳出決算及び、その附属書類を審査した結果、審査に付され

た決算諸表は、いずれも関係法令に準拠して作成されております。その計数は関係諸帳簿

と符合した結果、正確であり、かつ会計事務処理手続は適正であると認めました。

    意見書の２ページをお開きください。

    平成２４年度の各会計を合わせた決算総額は、歳入が３９億２４１万円余、歳出が３８

億１，００５万円余となっております。ともに前年度と比較して増加しておりますが、こ

れは、主に飯田広域消防特別会計の消防、救急無線施設のデジタル化に伴うものです。

    ３ページをお開きください。

    実質収支額は、３会計とも黒字でしたが、前年度からの繰越金を除いた単年度収支は、

飯田広域消防特別会計のみ黒字となっております。審査の結果につきましては、それぞれ

の各会計について、意見書の１ページ上段に監査委員としての意見を述べました。

    南信州広域連合の運営財源は、そのほとんどを構成市町村からの負担金に依存していま

す。引き続き、次期ごみ処理施設への対応、リニア中央新幹線や三遠南信自動車道の開通
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に望む、地域の方向性をしっかりと見据え、効率的かつ効果的な行財政運営に努めるとと

もに、時代の変化に柔軟に対応し、住民福祉の向上を、活力ある地域づくりへとつながる

広域行政を望みます。

    以上、概要を申し上げましたが、詳細につきましては、意見書を御高覧いただき、次回

の決算審査の参考としていただければ幸いに存じます。

○議長（林 幸次君） 決算の総括と監査委員からの決算に対する意見の説明が終わりました。

◇ 議案第１２号 平成２４年度南信州広域連合一般会計歳入歳出決算認定について

○議長（林 幸次君） それでは、はじめに議案第１２号 平成２４年度南信州広域連合一般会

計歳入歳出決算認定についてを、議題といたします。

    朗読を省略し、直ちに理事者側の説明を求めます。

    吉川次長。

○事務局次長（吉川昌彦君） それでは、議案第１２号、平成２４年度南信州広域連合一般会計

歳入歳出決算について、御説明申し上げます。

    はじめに、歳入について御説明申し上げます。

    決算書の６ページ、７ページをごらんいただきたいというふうに思います。

    事項別明細書でございます。

    １款以降の負担金は、市町村負担金でございまして、規約に定める負担割合により、負

担をお願いしているものでございます。

    １目一般負担金は、一般経費に関する負担金でございまして、平成２４年度は南信州産

業活性化計画策定事業及び満蒙開拓平和記念館建設支援事業に負担をお願いしたところで

ございます。

    ２目の介護認定審査会負担金は、介護認定審査に関する経費の市町村負担金でございま

す。

    ３目ごみ中間処理施設負担金は、桐林クリーンセンターとリサイクルセンターに関する

市町村の負担金と交付税算入分負担金でございます。

    ４目環境センター負担金は、流水園に関する構成６市町村の負担金でございます。

    ５目特別養護老人ホーム負担金の１節、市町村の負担金は老人ホーム等の入所連絡費の

負担金でございまして、２節の施設負担金は設置市町村からの起債の残金償還にかかわる

ものでございます。

    ８ページ、９ページをごらんください。
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    ６目の市町村審査会負担金は、障がい者総合支援法に基づいて行う障がい程度区分判定

を行うための市町村負担金でございます。

    ７目の相談支援事業市町村負担金は、地域生活支援事業のうち、相談支援事業を共同で

行うための市町村負担金でございます。

    ８目の旧焼却場解体負担金は、借り入れた起債にかかわる交付税加入分負担金でござい

ます。

    ２款の使用料及び手数料は、ごみ処理施設及びし尿処理施設の使用料と、リサイクルセ

ンターの手数料でございます。

    ４款県支出金は、満蒙開拓平和記念館建設事業に対する県補助金でございます。

    １０ページ、１１ページをごらんください。

    ５款財産収入は、六つの基金の利子でございます。

    ７款繰入金でございますが、し尿処理施設整備基金からの繰り入れは、流水園のコンパ

クト化事業の起債償還に当てたものでございます。また、財政調整基金からの繰り入れは、

平成２４年度事業の事業費などに当てたものでございます。

    ８款繰越金のうち、純繰越金は前年度からの繰越金でございます。

    １２ページ、１３ページをごらんください。

    繰越金のうち、繰り越し事業費等充当財源繰越額は、平成２３年度から平成２４年度へ

繰越明許となった事業の財源繰越でございます。

    ９款諸収入は、預金利子と地方公務員災害共済からの還付金、それから桐林クリーンセ

ンターの鉄、アルミの売却代金、及びリサイクルセンターの太陽光発電の収入などでござ

います。

    次に、歳出でございますけれども、主要な施策の成果で御説明を申し上げますので、４

４ページをお開きいただきたいと思います。

    議会費でございますけれども、議会などの開催状況でございますが、定例会、臨時会を

それぞれ２回ずつ、全員協議会を７回開催をいたしました。財源は全て一般会計でござい

ます。下段の一般管理費などでございますけれども、一般管理費ほかでございますけれど

も、南信州産業活性化計画策定事業負担金は、南信州飯田産業センターで行いました同計

画の策定に関する負担金でございます。飯伊地域づくり基礎調査事業は下伊那地方事務所

と共同事業でございましたけれども、地方事務所が各経費の支払いをしていただきまして、

広域連合はその総額の半額を負担金として支出いたしたものでございます。

    満蒙開拓平和記念館建設支援事業は、この春阿智村に開館いたしました同記念館の設置
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について、長野県の補助金含めて支出したものでございます。

    地理情報システム構築業務は、飯伊地域、飯伊地域づくり基礎調査事業の成果物を含め

まして、広域の事務室内で地理データの活用が行えるように、システムを構築し、使える

ようになったものでございます。

    リニアを見据えた理事者、議員研修は、三つのコースにわかれまして、東北や九州の研

修視察をしていただいたものでございます。財源は、特定財源でございますけれども、県

支出金及び一般財源でございます。産業活性化計画策定と満蒙開拓平和記念館は、個別に

負担金をお願いいたしましたので、その他の欄に記載をさせていただいております。

    ４５ページをごらんください。

    上段の介護認定審査会費は、介護認定会の設置、運営でございますけれども、６０名の

委員さんによりまして、１４の合議体を構成いたしまして、審査を行いました。下段の入

所連絡費では、特別養護老人ホームは９名の委員さん、養護老人ホームは８名の委員さん

をお願いいたしまして、入所調整を行ったところでございます。

    ４６ページをごらんいただきたいと存じます。

    上段の市町村審査会費は、障害程度区分の審査にかかわる経費でございます。２０人の

委員さんにより、四つの合議体を構成して審査を行っております。

    下段の相談支援事業でございますけれども、障害者の支援を目的とした、相談支援事業

を共同で実施したものでございまして、三つの事業者に委託をいたしまして、事業を実施

したものでございます。相談支援の内容と件数はごらんのとおりでございます。

    ４７ページをごらんください。

    上段のごみ中間処理施設清掃総務費は、ごみ処理の総務関係経費でございまして、次期

ごみ処理施設整備構想計画策定経費と次期ごみ処理施設の建設予定地で行いましたトレン

チ調査及び人件費などが内容でございます。

    下段のごみ中間処理施設ごみ処理費は、桐林クリーンセンターの運転管理業務委託料と

光熱費などが支出の内容でございます。機密機能検査及び長期計画策定業務は、平成２３

年度より、繰越明許となった業務でございまして、財源欄の上段に記載しました金額が、

繰越明許分を記載したものでございますので、よろしくお願いいたします。

    ４８ページをごらんください。

    上段の飯田環境センター清掃総務費は、し尿処理に関する総務関係経費でございまして、

人件費が主なものでございます。下段の飯田環境センターし尿処理費でございますけれど

も、搬入量は水洗化の進捗等により、年々減少傾向でございます。特定財源はし尿処理施
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設使用料でございます。

    ４９ページをごらんください。

    上段のリサイクルセンター運営管理事業費は、平成２３年度より運営を開始いたしまし

たリサイクルセンターの運営事業でございまして、運営及び管理に関する委託料と人件費

が主なものでございます。

    中段の元金でございますけれども、特別養護老人ホーム４荘の借入金と桐林クリーンセ

ンター借入金の元金の償還でございます。特養のうち、喬木荘の償還は、平成２４年度末

で完了をしておりますので、よろしくお願いいたします。

    下段の利子は、借入金の利子の償還でございます。

    説明は、以上でございます。

○議長（林 幸次君） 議案第１２号について、説明が終わりました。

    御質疑はございませんか。

    （「なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） よろしいですか。

    なければ、質疑を終結いたします。

    討論はございませんか。

    （「なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） なければ、討論を終結いたします。

    これより議案第１２号を採決いたします。

    お諮りいたします。

    本案を原案のとおり、認定することに御異議ございませんか。

    （「なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） 御異議なしでございます。

    よって、議案第１２号は、原案のとおり認定されました。

◇ 議案第１３号 平成２４年度南信州広域連合南信州広域振興基金特別会計歳入歳出決算認

        定について

○議長（林 幸次君） 次に、議案第１３号、平成２４年度南信州広域連合南信州広域振興基金

特別会計歳入歳出決算認定についてを、議題といたします。

    朗読を省略し、直ちに理事者側の説明を求めます。

    吉川事務局次長。
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○事務局次長（吉川昌彦君） 議案第１３号、平成２４年度南信州広域連合南信州広域振興基金

特別会計歳入歳出決算認定について、御説明を申し上げます。

    本特別会計は、広域振興基金の運用益を活用いたしまして、広域振興につながるソフト

事業などを行うものでございまして、利率の低迷状態が続いておりますけれども、国債、

地方債など安全性が高く利子収入を少しでも多く確保できる資金運用を心がけまして、収

入の確保を計りながら、事業展開を行っておるところでございます。

    歳入から御説明申し上げます。

    決算書の５６ページ、事項別明細書をごらんください。

    ２款の財産収入でございますけれども、基金の運用益でございます。

    ４款の繰越金は、前年度からの繰越金でございます。

    ５款諸収入は、浜松市と豊橋市で実施いたしました南信州フェアに関する信州、長野県

観光協会からの支援金と、観光情報ポータルサイトとして運営しております、南信州ナビ

の広告掲載料の収入でございます。

    続いて、歳出について申し上げます。

    主要な施策の成果で御説明申し上げますので、６８ページをごらんいただきたいと思い

ます。

    主な事業ごとの経費について、御説明申し上げます。

    １の地域ブランドイメージ構築事業は、日本野菜ソムリエ協会との連携による事業と、

セカンドスクール事業の推進を行いまして、その委託料及び負担金などでございます。

    ３の圏域外への宣伝活動事業費につきましては、刈谷ハイウェイオアシスをはじめ、東

海エリアにおいて、情報発信やＰＲ活動、特産物販売などを実施いたしまして、南信州地

域の知名度を向上させ、観光誘客につなげることを目的に実施したものでございます。

    ５の地域公共交通維持確保事業につきましては、広域連合が事務局を担います、南信州

地域公共交通問題協議会において、交通不便者の生活の足の確保、また環境負加軽減の観

点で、地域の公共交通を維持するために、平成２１年３月に南信州地域公共交通総合連携

計画を策定をしております。この計画に基づきまして、平成２１年度から各市町村と連携

して取り組んでいるものでございます。

    ６の地域課題の調査研究事業につきましては、平成１９年度に愛知大学と締結いたしま

した連携、協力に関する協定書に基づく、各調査研究事業に関する経費でございます。

    １０のその他の経費は、広域振興に関する各種負担金などでございます。

    説明は、以上でございます。
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○議長（林 幸次君） 議案第１３号についての説明が終わりました。

    御質疑はございませんか。

    （「なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） なければ、質疑を終結いたします。

    討論はございませんか。

    （「なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） なければ、討論を終結いたします。

    これより議案第１３号を採決いたします。

    お諮りいたします。

    本案を原案のとおり、認定することに御異議ございませんか。

    （「なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） 御異議なしと認めます。

    よって、議案第１３号は、原案のとおり認定されました。

◇ 議案第１４号 平成２４年度南信州広域連合飯田広域消防特別会計歳入歳出決算認定につ

        いて

○議長（林 幸次君） 次に、議案第１４号、平成２４年度南信州広域連合飯田広域消防特別会

計歳入歳出決算認定についてを、議題といたします。

    朗読を省略し、直ちに理事者側の説明を求めます。

    桂消防次長。

○消防次長（桂 稔君） それでは、議案第１４号、平成２４年度南信州広域連合飯田広域消防

特別会計歳入歳出決算について、御説明申し上げます。

    南信州広域連合決算書の７４、７５ページ、事項別明細書をごらんいただきたいと存じ

ます。

    はじめに、歳入につきまして、御説明いたします。

    １款分担金及び負担金は、規約のルールに基づきます、構成市町村にお願いしてござい

ます負担金でございます。

    ２款１項１目の使用料は、飯田市危機管理室の事務を消防本部の庁舎内で取り扱ってい

ることに伴います、光熱水費等の施設の使用料でございます。

    ２目の手数料は、危険物及び火薬類の許可などに係る手数料でございます。

    続きまして、７６、７７ページをごらんいただきたいと思います。
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    ３款国庫支出金は、消防救急デジタル無線整備に対する国の補助金でございます。

    ４款１項１目の委託金は、県の特例処理事務における火薬類の許可などに関する事務処

理を広域連合が受託しているものに対する県からの委託金でございます。

    ２項１目の補助金は、応急手当普及啓発講習会普及充実事業に対する県からの補助金で

ございます。

    ５款財産収入は、二つの基金の利子でございます。

    ７款の繰入金につきましては、１目の一般会計からの子ども手当分の繰入と、２目の退

職手当積立基金からの繰入でございます。

    続きまして、７８、７９ページをごらんいただきたいと思います。

    ８款繰越金につきましては、前年度からの繰越金でございます。

    ９款１項１目の中央自動車道支弁金は、中央自動車道の救急活動件数に対しまして、中

日本高速道路株式会社から支払われた支弁金でございます。

    ２目の受託事業収入は、飯田市危機管理室及び県航空隊に派遣しております職員２名分

の人件費でございます。

    ３目の雑入は、自動販売機の電気料、作成文書にございます太陽光発電による売電料が

主なものでございます。

    １０款の組合債は、消防救急デジタル無線整備について、地方債の借り入れを行ったも

のでございます。

    続きまして、歳出でございますけれども、主な施策の成果で御説明申し上げますので、

９８、９９ページをごらんいただきたいと思います。

    １款１項１目の一般管理費でございますが、成果のところの１は、火災救急救助の活動

件数でございます。いずれも暦年の件数でございまして、１０２ページに詳細が載ってご

ざいますけれども、後ほど御高覧いただきたいと存じますが、ここではその概要を御説明

させていただきます。

    火災件数は、前年より２６件減少し８４件でございました。特徴といたしまして、屋外

での火の取り扱いの不備による火災が２９件と、前年に比べ２２件減少いたしました。建

物火災も４２件と１件減少し、損害額も減少しているという状況でございました。

    救急件数は、前年に比べ２５件減少の６，５８２件で、過去１０年間の救急活動を見ま

すと、以前増加傾向にあるものと思っております。

    特に、高齢者の救急搬送が全体の６３％を占め、前年と比べて１０９件増加しており、

今後もこの傾向が続くものと考えております。救助件数は９９件で、９１人を救助してお
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ります。交通事故や転落事故等に、多く出動しているという状況でございます。

    ２の職員研修は、人材育成を目的としておりまして、基幹業務でございます、火災救急

救助の消防活動や、予防業務の充実のために年間を通じて実施をしているものでございま

す。

    主なものでございますけれども、１の県消防学校には、新任職員の初任科をはじめ、各

専科に入校しておりまして、救急救命士資格取得研修にも派遣しておる状況でございます。

現在、救命士は５５名在籍しておるという状況でございます。

    ６の総務省への派遣につきましては、１名派遣をしております。１０月に引き続き交替

をして、継続しておるというものでございます。

    ３の庁舎等修理につきましては、本部庁舎の設備の更新でございます。

    ４の基金の積立でございますが、退職手当積立基金は長期見通しの中で積立を行ってお

るものでございます。財政調整基金につきましては、消防救急デジタル無線整備の事業へ

の償還、それから消防車両の更新などを見据えた中で積立を行っているものでございまし

て、現在高につきましては、退職手当基金が７億４，０００万円余、財政調整基金が５億

２，０００万円余という状況でございます。

    ５の繰出金は、平成１６年度からへ１９年度までに行いました龍江分署庁舎、それから

高規格救急車の整備ために、借り入れを行いました３件について、広域振興基金への償還

でございます。

    ６の人件費ほかは、職員の給料、手当等でございます。

    財源欄の特定財源につきましては、県支出金、使用料及び手数料、退職手当積立基金の

繰入金、中央道支弁金などでございます。

    続きまして、９９ページをごらんいただきたいと思います。

    １款１項２目の常備消防費でございますけれども、備品購入としまして、空気呼吸器や

ボンベなどの消防活動資機材、また救急活動に必要な除細動器やＣＯ２モニターなどの救

急活動用資材を整備したものでございます。

    特定財源につきましては、県の補助金でございます。

    下段にございます、１款１項３目の消防施設費でございますけれども、庁舎等の施設整

備につきましては、平成２４年、平成２５年度、２カ年で整備を進めております消防救急

デジタル無線の実施設計と無線設備などの整備でございます。

    特定財源につきましては、国の補助金と地方債でございます。

    続きまして、１００ページをごらんいただきたいと存じます。
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   上段の元金でございますけれども、伊賀良消防署庁舎の借入金の元金の償還でございま

す。下段の利子は、借入金の利子の償還でございます。

    歳出の詳細につきましては、８０ページから８９ページの備考欄を中心に記載してござ

います。また、１０１ページに住民を対象とした救急講習会の実績及び救急処置の高度化

を図るための事後検証会の活動状況、並びに予防行政の中心的活動となっております立入

状況を掲載してございますので、御高覧いただければと存じます。

    以上、よろしくお願い申し上げます。

○議長（林 幸次君） 説明が終わりました。

    議案第１４号について、御質疑はございませんか。

    （「なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） よろしいですか。

    なければ、質疑を終結いたします。

    討論はございませんか。

    （「なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） なければ、討論を終結いたします。

    これより議案第１４号を採決いたします。

    お諮りいたします。

    本案を原案のとおり、認定することに御異議ございませんか。

    （「なし」の声あり）

○議長（林 幸次君） 御異議なしでございます。

    よって、議案第１４号は、原案のとおり認定されました。

    以上をもちまして、全日程を終了いたしました。

    ここで、広域連合長から発言の申し出がありますので、これを認めます。

    牧野広域連合長。

○広域連合長（牧野光朗君） 本日は、提案いたしました諸案件につきまして、慎重に御審議を

いただき、それぞれ原案通り御決定、御認定賜りましたことに対しまして、御礼を申し上

げます。

    審議の場で御指摘のありました点などにつきましては、今後、執行に当たりまして十分

に配慮してまいる所存であります。

    本日、議会終了後の全員協議会におきまして、広域連合の当面の諸課題につき御報告、

御協議をいただく予定となっておりますので、よろしくお願いいたします。
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    今後も広域連合として状況変化に的確に対応するため、構成市町村を初め関係機関と連

携し、地域経営に邁進してまいる所存であります。

    これからますます寒さの厳しい季節を迎えますが、議員各位におかれましても、どうか

健康に御留意いただき、地域の一体的な発展、住民福祉の向上のため、より一層の御指導、

御協力を賜りますよう、お願い申し上げ、挨拶とさせていただきます。ありがとうござい

ました。

閉 会

○議長（林 幸次君） これをもちまして、平成２５年南信州広域連合議会第２回定例会を閉会

といたします。御苦労さまでございました。

閉会１０時５２分



議 員・事務局・説明員出席表



－29－

Ⅰ、議員出席表
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４ 森 谷 博 之 ○ ２１ 島 田 弘 美 ○

５ 小 澤 博 ○ ２２ 湯 澤 啓 次 ○
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９ 宮 嶋 清 伸 欠 ２６ 新 井 信一郎 ○

１０ 片 桐 龍 男 ○ ２７ 清 水   勇 ○

１１ 小 池 義 郎 ○ ２８ 吉 川 秋 利 ○

１２ 高 坂 美和子 ○ ２９ 永 井 一 英 ○

１３ 勝 野 公 人 ○ ３０ 福 沢   清 ○

１４ 勝 又  進 ○ ３１ 木 下 克 志 ○

１５ 仲 藤 重 孝 ○ ３２ 林  幸 次 ○

１６ 本 島   昭 ○ ３３ 井 坪   隆 〇

１７ 宮 下 浩 二 ○
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Ⅱ、地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者

№ 役 職 名 市町村名 氏  名

１ 広域連合長 飯  田  市 牧 野 光 朗

２ 副広域連合長 下  條  村 伊 藤 喜 平

３ 松川町長 松  川  町 深 津   徹

４ 高森町長 高  森  町 熊 谷 元 尋

５ 阿南町長 阿  南  町 佐々木 暢 生

６ 阿智村長 阿  智  村 岡 庭 一 雄

７ 平谷村長 平  谷  村 小 池 正 充

８ 根羽村長 根  羽  村 大久保 憲 一

９ 売木村長 売  木  村 清 水 秀 樹

１０ 天龍村長 天  龍  村 大 平   巖

１１ 泰阜村長（副村長） 泰  阜  村 横 前   明

１２ 喬木村長 喬  木  村 大 平 利 次

１３ 豊丘村長 豊  丘  村 下 平 喜 隆

１４ 大鹿村長 大  鹿  村 柳 島 貞 康

１５ 副管理者 飯  田  市 佐 藤   健

１６ 監査委員 中 島 善 吉

１７ 監査委員 菅 沼 昭 彦

１８ 監査委員事務局長 松 原 邦 夫

１９ 会計管理者 篠 田 雅 弘

２０ 事務局長 金 田 光 廣

２１ 事務局参事 渡 邉 嘉 藏

２２ 事務局次長 吉 川 昌 彦

２３ 消防長 山 田 耕 三

２４ 消防次長 桂     稔

２５ 警防課長 塩 澤 淳 二

２６ 警防課専門幹 松 川   浩

２７ 予防課長 三 石 正 博

２８ 飯田消防署長 関 島 弘 文

２９ 伊賀良消防署長 平 岩 好 友

３０ 高森消防署長 北 原 昭 夫

３１ 阿南消防署長 清 水 敏 夫

３２ 飯田環境センター事務長 米 山 博 樹
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Ⅲ、本会議に職務のため出席した者

№ 役 職 名 市町村名 氏 名

１ 事務局庶務係長 南信州広域連合 北 原 香 子

２ 事務局庶務係 南信州広域連合 片 桐 啓 亮

３ 事務局広域振興係長 南信州広域連合 近 藤 善 彦

４ 事務局介護保険係長 南信州広域連合 小 林   弘

５ 新焼却場施設整備専門主査 南信州広域連合 北 原 達 矢

６ 飯田環境センター庶務係長 南信州広域連合 園 原 浩 子

７ 飯田環境センター管理係長 南信州広域連合 中 原   健

８ 消防本部総務課長補佐兼庶務係長 南信州広域連合 有 賀 達 広

９ 消防本部総務課庶務係 南信州広域連合 林   崇 司

１０ 町村会事務局長 町村会 山 田 庄 治

１１ 飯田市企画課企画調整係 飯田市 本 島 秀 勇
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以上、会議の内容に相違なきことを認め、地方自治法第１２３条の規定によりここに

署名する。

平成   年   月   日

    南信州広域連合議会議長                  

    会 議 録 署 名 議 員                  

    会 議 録 署 名 議 員                  


